
2期目も市民感覚で

M A E D A 　 Y O S H I K O

まえだ
八王子・生活者ネットワーク
市議会議員

八王子・生活者ネットワーク
前田よし子の活動を紹介します。

よし子
前田

前田よし子プロフィール
■1970年　八王子市平岡町生まれ、八王子市育ち　■1988年　都立
八王子東高等学校卒業　■1990年　青山学院女子短期大学英文学部
英文学科卒業　■1990年　食品専門商社に勤務　■1994年　生命
保険会社に勤務　■2000年　第一子出産以降、子育て期に入り地域の
仲間と活動。みはらしプレーパークの会に参加／トランジションタウン
たま設立／宇津貫みどりの会に参加／NPO里山つくいを守る会に参加
／NPO「畑と田んぼ環境」再生会に参加／ゆめおり市民会議に参加　
■2011年3・11を機に、集まった仲間たちとの活動開始。福島の親子を
招いての、保養キャンプ開催。母ちゃんず／福島こども支援・八王子など
■2015年　八王子市議会議員初当選　■2015～2016年　都市環
境委員会委員　都市づくり・ニュータウン対策特別委員会委員　市営住
宅管理審議会会長　奨学審議会委員　■2017年～　文教経済委員会委
員　復興支援・防災・危機管理対策特別委員会委員　議会運営委員会委員
（一社）八王子市まちづくり公社諮問委員会委員　保健所運営会議委員
●家族：夫とこども３人の５人家族　●好きなこと：農作業　●松木在住
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八王子・生活者ネットワーク

八
王
子
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
議
員
は

2
期
8
年
で
交
代
し
ま
す
。
議
員
を
職
業
化
・

特
権
化
せ
ず
、
人
が
交
代
す
る
こ
と
で
参
加

の
層
を
広
げ
ま
す
。
任
期
を
終
え
た
議
員
は

市
民
政
治
を
広
げ
る
た
め
の
活
動
や
地
域
活

動
な
ど
に
そ
の
経
験
を
活
か
し
ま
す
。

議
員
報
酬
は
市
民
の
活
動
資
金
と
し
て
使
い

ま
す
。
お
金
の
流
れ
は
公
開
し
、
政
治
資
金

の
透
明
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
は
政
治
に
参
加
す
る
入
口
で
す
。
み
ん

な
で
お
金
と
知
恵
や
労
力
を
出
し
合
い
、
選

挙
を
行
な
い
ま
す
。

　今社会の中で問題になってい
る、虐待、引きこもり、いじめ、
ＤＶやセクハラ、貧困…これら
の根本的な原因は「生きづらい社
会」にあるのではないでしょう
か。自分らしく生きられる社会
に少しでも近づけるために、ま
ず、私自身が議場という「公式
の、神聖な」場で、型にはまって
静かにしているのではなく、心
と体が感じるままに、違和感を
言葉にしていきます。独特の雰
囲気や、今までの常識や慣例に
とらわれ過ぎない小さな「勇気」
を持って。

神山美智子 弁護士

中西正司 福祉団体職員　

大江正章 ジャーナリスト、コモンズ
代表、PARC共同代表　

竹村英明 脱原発政治連盟「緑茶
会」代表

中川李枝子 作家

井筒和幸 映画監督

高塩徳美 多摩南生活クラブ生協
理事長　館町在住

山内れい子 東京・生活者ネットワー
ク都議会議員

佐久間寛子 元市議会議員

平岡晴子 元市議会議員

川村美恵子 元市議会議員

なるみゆり 八王子・生活者ネット
ワーク市議会議員

山田　真
八王子中央診療所
小児科医

島袋善弘
山梨県立大学名誉教授
めじろ台在住

　今、ぼくたちの未
来をあやぶむ声が高
まっています。弱者
と云われる人たちがますます生きに
くくなる社会がつくられようとして
います。そんな中で庶民の味方であ
る生活者ネットワークへの期待は大
きいのです。ぼくも応援します。

　生活者ネットは
食・子育て・介護・
環境などを生活の
場から考え、人権が保障される平
和な社会をつくることをめざして
います。生活者ネットの議員は私
たち市民が候補者を選び、市民と
ともに考える議員です。民主主義
の理想のかたちをめざしています。



八王子・生活者ネットワーク

前田よし子の提案

「はつらつスタート集会」
前田よし子2019政策発表集会
2019 年1月20日（日）14 : 00 ～
由井市民センター 2階多目的室（片倉町702-1）

（JR 片倉駅 徒歩3分　京王線片倉駅 徒歩5分）

「はつらつ市民集会」
2019 年 4 月6日（土）16 : 00 ～  京王線南大沢駅

ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
す
す
め
、

子
育
て
・
介
護
を
ひ
と
り
に
し
な
い

　介護保険の見直しは、その人らしく、住み慣れた地域で暮らし続け
るためのしくみづくりとは反対の方向に進んでいるのが現状です。必
要とされている「介護の社会化」と逆行し「家族介護」が進む中、介
護者（ケアラー）は心理的負担や離職による経済負担、孤立感による
虐待や殺人、心中につながりかねない現実があります。近年は子ども
が学校に行きながら、病気や障がいのある家族のケアをする、子ども・
若者ケアラー（ヤングケアラー）や子育てと同時に親の介護を行うダ
ブルケアなどの「複合課題」の問題も注目されています。ケアラーの
負担はとても大きく、渦中にいる時には、周囲に SOS を出す余裕さえ
ないと言われています。ケアラーを支えるための支援だけでなく、ケ
アラー本人の人生を支えるための支援が求められます。
　（一社）日本ケアラー連盟が南魚沼市や藤沢市の教育委員会の協力
を得て、学校教員を対象として行った、ケアを担う子ども（ヤングケ
アラー）についての調査から、きょうだいのケアを小学生の時から担っ

ている子どもの姿も浮き彫りになっています。支援を求
める手段を知らないまま、介助・介護を担い続け、自分
の可能性を狭めてしまう実態も明らかになってきました。
　生活者ネットワークは、まずはこのよ
うな実態調査をすすめ、市として福
祉施策の中にケアラー支援を位
置づけ、具体的な対策を進め
るよう提案していきます。そ
して、子育て介護の家庭を
孤立させず、地域で支える
しくみをつくっていきます。

大事なことは市民が決める

■
子
ど
も
の
学
び
・
遊
び
を

保
障
す
る

・	

自
己
肯
定
感
を
育
み
、
互
い
の

人
権
を
認
め
あ
え
る
教
育
を
す

す
め
る

■
見
え
な
い
害
か
ら
子
ど
も

を
守
る

・	

香
り
付
き
商
品
の
成
分
に
よ
る

健
康
被
害「
香
害
」の
危
険
性
を

周
知
し
、
消
費
者
の
意
識
改
革

を
す
す
め
る

・	

化
学
物
質
、
電
磁
波
の
子
ど
も

基
準
を
つ
く
る

■
八
王
子
版
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
を
市
民
参
加
で
つ

く
り
、
活
か
す
！

■
多
様
性
を
認
め
合
う
共
生

社
会
を
つ
く
る
！

・	

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
し

く
み
を
つ
く
る

・	

多
様
な
働
き
方
を
保
障
す
る

■
障
が
い
が
あ
っ
て
も
共
に

働
き
共
に
生
き
る

■
若
者
が
希
望
を
も
っ
て
働

き
・
生
き
る
ま
ち
に

■
原
発
ゼ
ロ
！
食
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
地
産
地
消

・	

学
校
・
保
育
所
な
ど
市
内
施
設

で
地
場
野
菜
の
導
入
を
す
す

め
る

・	

地
産
地
消
を
す
す
め
農
地
を

守
る

■
多
世
代
に
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
す
る

・	
空
き
家
を
活
用
し
、
身
近
な
地

域
に
多
世
代
が
集
え
る
多
機
能

型
の
居
場
所
を
つ
く
る

・	

公
園
や
緑
地
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
す
す

め
る

■
子
育
て
・
介
護
を
ひ
と
り

に
し
な
い

・	

子
ど
も
ケ
ア
ラ
ー
、
若
者
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
把
握
と
、
ケ
ア

ラ
ー
支
援
、
相
談
機
能
の
し
く

み
を
つ
く
る

・	

安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
移

動
の
確
保
を
保
障
す
る

■
減
災
、防
災
対
策
は
環
境
・

福
祉
優
先
で

■
事
業
や
開
発
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
意
思
形
成
段
階

か
ら
の
市
民
参
加
を
保
障

す
る

■
憲
法
を
活
か
し
、
地
域
か

ら
人
権
・
平
和
を
守
る
社

会
を
つ
く
る


